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写真1 ἜỾỺツルἠἄイトỸのጛᒔཞඞ

写真2 ໗化ЭのἜỾỺツルἠἄイトỸ

写真3 ἜỾỺツルἠἄイトỸဌஹἢイỼ໗

※1 ἢイỼ໗： ˯ᣠእཞ७で350ḥឬのภ度でங஬等のဃཋ᝻เ

    （ἢイỼἰス）を加༏し、˺られる׍形ཋ。໗እᝪသ、ٓם改ᑣ、

  ൦ឋ෋化に活用可能。

※2 ᵮᵤᵟS： မ᩿活性д、ණෞ້д等で利用。環境へのസသ性や

      ဃཋ体内でのຜ጑性がբ題視Ằれている。
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特定外来生物由来のバイオ炭によるPFAS除去

Point

はじめに

当社は、2020࠰᪭より、地方自治体からの委ᚠをӖけ、

河川やฯකにጛᒔするཎ定ٳஹဃཋ「ἜỾỺツルἠἄイト

Ỹ(Alternanthera philoxeroides：以下「ἜỾỺ」)」のᬝᨊ事

業に取り組Ữでいます。ἜỾỺは、ҤアメリỽҾ産の多࠰

ဃᒬ本で、ᨕɥでも൦ɥでもဃ育できるࢍ害ᩃᒬとして

ჷられています。ଐ本では1ᵗᵖᵗ࠰にτࡉჄ߃ށ市でИ

確認Ằれたࢸ、関ி地方以ᙱからඌጃまで分ࠋ域が拡

大しています。ἜỾỺの過йጛᒔは、ࢼஹの൦ဃဃ७ኒ

だけでなく、൦利用やᠾ業等のẰまằまな産業活ѣにもफ

。᪪をӏỗしています(写真1)ࢨ

Ψͼ΂ౢ̱͂̀のڰ用に࢜け̹৾ͤழ͙

ἜỾỺのᬝᨊはӲ地で行われていますが、拡૝᧸ഥの

ためؚᏄ化が׉ᩊで、主に໲Ҳϼ分Ằれています。しかし、

൦ᒬであるἜỾỺは൦分含有᣽が高く、໲Ҳϼྸには多᫇

のᝲ用がかかります。そこで当社は、ச利用ἢイỼἰスの活

用として、ᬝᨊしたἜỾỺをἢイỼ໗※1化し、ᵮᵤᵟS(有ೞフッ

እ化合ཋ)※2൲௨൦の෋化に活用する試みをڼめました。

ἢイỼ໗によるᵮᵤᵟSϼྸについての報ԓ̊はෙٳに

ありますが、ἜỾỺをἢイỼ໗化して活用したり、ᵮᵤᵟSϼ

ྸ等の൦ឋ෋化に̅用した事̊は׎内では報ԓẰれて

いませỮ。本ᆜでは、ཎ定ٳஹဃཋであるἜỾỺをἢイỼ

ἰス᝻เとして有効活用する方法についての検討結果を

ኰʼします。

Ψͼ΂ౢの作成༹༷

ἜỾỺは൦᩿をኬᧈいᒚでᙴうように࠼がり、ᒚは中ᆰ

構ᡯとなっています(写真2)。Аり取ったἜỾỺは、ʑ༞Ằ

せて適当なᧈẰにЏૺし、ᣠእ制ᨂ下のᩓൢ໐内で໲成

することでἢイỼ໗を˺ることができます(写真3)。ʻׅの

検討では450ḥ、650ḥ、ᵖ50ḥの3െ᨞のภ度で໲成し

ました。得られたἢイỼ໗をብᄃし、ሹ(Ốるい)を用いて

500᷈ᶋ以下にᛦ整したࢸに、Ԉ着実験を行いました。

本技術は、特定外来生物であるナガエツルノゲイトウの有効利用と有害化学物質除去の両立

を目指した新たな環境浄化技術です。バイオ炭化したナガエツルノゲイトウを、環境水中の有機

フッ素化合物（PFAS）の吸着除去材として利用できる可能性が示唆されました。
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図1 バイオ炭の焼成温度の検討
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図2 PFAS吸着結果（図中赤字は除去率）
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メチレンブルーによる吸着能力評価

ナガエは草木類ですが、比較的高い焼成温度で炭化

が可能です。そこで、焼成温度を450℃～850℃に変え

て作成したナガエ由来のバイオ炭とヤシ殻活性炭につい

て、活性炭の吸着力評価に用いられる色素であるメチレ

ンブルー吸着量の比較を行いました(図1)。その結果、バ

イオ炭では焼成温度が高くなるほど吸着量が増加し、バイ

オ炭（850℃）では活性炭とほぼ同等の吸着性能が得ら

れることが分かりました。

PFAS吸着実験

バイオ炭（850℃）と活性炭についてPFAS吸着実験行い、

その効果を比較しました(図2)。

実験では、PFOS、PFOA、PFHxSの分析用標準液を混合

して作成した試験液125mlに炭試料0.15gを添加し、30分

間浸透後、直ちに固液分離したうえで、試験液中に残存す

るPFAS濃度を測定しました。試験液の濃度は、幅広い利

用状況を想定し、3種類(低濃度：100ng/L、中濃度：

1,000ng/L、高濃度：10,000ng/L)を設定しました。

実験の結果、ヤシ殻活性炭の除去率には及ばなかっ

たものの、90％以上、特にPFOSに対しては95％超の除

去率が得られました。このことから、水質基準※3近傍の低

濃度から高濃度まで良好な吸着性能を確認でき、ナガエ

由来のバイオ炭のPFAS吸着材としての可能性が示され

ました。

おわりに

今回の検討により、特定外来生物であるナガエ由来バ

イオ炭によってPFAS汚染水を浄化できる可能性が示され

ました。

ただし、バイオ炭化までの工程については解決すべき

課題が多く残されています。特に、ナガエは含水率が高い

水草であるため、乾燥工程に通常のバイオ炭原料よりも

高いコストがかかります。そのため、比較対象である活性

炭に対して費用対効果で優位性を確保することが今後の

重要な課題です。

一方で、国内各地で問題化しているナガエの処分方法

について、未利用バイオマスの活用という観点から新たな

可能性を示すことができました。さらに、ナガエと同様に社

会課題となっているPFASの除去方法についても同時に解

決できる可能性を提示できたと考えています。現在、

PFASの規制対象は水道水に限られていますが、安全・安

心な生活のためには、農業用水や親水空間等でもPFAS

低減の必要性が高まることが予想され、本技術の活用が

期待されます。

今後は、水環境におけるPFAS以外の有害物質に対す

る吸着性能を明らかにするとともに、上記に示した課題を

解決し、その取扱いも含め、本技術の社会実装に向けた

検討を進めていきたいと考えています。

※3 水質基準： PFOS・PFOAの合算値50ng/L、2026年度より施行

予定

新たな取り組み




